
                      1 

図１ 楠葉・梶原台場周辺図(大阪歴史学会『ヒストリア』217 より) 

       

梶
原
台
場
関
連
資
料
『
奥
本
家
文
書
』
に
つ
い
て 中

西 

裕
樹
・
西
本 

幸
嗣 

 

一 

調
査
の
経
緯
と
文
書
の
概
要 

平
成
二
十
四
年(

二
〇
一
二)

六
月
、
高
槻
市
立
五
領
公
民
館
で
活
動
す
る
「
五
領
古 

文
書
ク
ラ
ブ
」
の
加
茂
義
雄 

 
 

氏
・
林
昭
幸
氏
の
紹
介
で
上

牧
町
二
丁
目
の
奥
本
務
氏

宅
を
訪
問
し
、
明
治
二
年

(
一
八
六
九)

及
び
明
治
五

年(
一
八
七
二)

の
上
牧
村

の
絵
図
二
点
と
と
も
に
、
古

文
書
四
点
の
計
六
点
の
資

料
を
確
認
し
、
写
真
撮
影
を

行
っ
た(

図
３
～
５)
。
奥
本

家
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
上

牧
村
の
庄
屋
家
で
あ
り
、
当

主
は
「
吉
郎
兵
衛
」
を
名
乗

っ
て
い
た
。 

本
文
書
は
、
計
四
点
一
括

の
も
の
で
、
内
容
は
上
牧
村

が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

梶
原
台
場
の
土
地
払
い
下

げ
を
願
い
出
た
も
の
で
あ 

      

る
。
上
牧
村
は
京
都
盆
地
南
西
の
山
崎
地
峡
に
近
い
本
市
東
部
の
淀
川
べ
り
に
位
置
し
、

慶
応
元
年(

一
八
六
五)

に
供
用
が
開
始
さ
れ
た
梶
原
台
場
は
上
牧
村
を
含
む
隣
村
と

の
入
会
地
に
徳
川
幕
府
が
築
造
し
た
も
の
で
あ
っ
た(

図
１)

。 

そ
の
後
、
古
文
書
四
点
に
つ
い
て
は
「
五
領
古
文
書
ク
ラ
ブ
」
が
翻
刻
し
、
平
成
二

十
五
年(

二
〇
一
三)

十
一
月
に
『
摂
州
嶋
上
郡
上
牧
村 

奥
本
家
文
書
』(

私
家
版)

と

し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
五
領
古
文
書
ク
ラ
ブ
の
成
果
を
も
と
に
し
、

梶
原
台
場
の
概
要
と
文
書
の
内
容
を
報
告
す
る
。 

 

二 

梶
原
台
場
に
つ
い
て 

(

一
）
概
要
と
築
造
の
経
過 

 

梶
原
台
場
は
、
高
槻
市
梶
原
三
丁
目
・
上
牧
北
駅
前
町
を
中
心
に
所
在
す
る
。
幕
末

の
動
乱
期
に
お
い
て
、
京
都
守
護
職
の
会
津
藩
主
松
平
容
保
が
主
導
し
、
徳
川
幕
府
が

長
州
藩
ら
の
敵
対
勢
力
か
ら
京
都
を
防
衛
す
る
た
め
、
淀
川
対
岸
の
楠
葉
台
場(

国
指

定
史
跡
。
大
阪
府
枚
方
市)

と
セ
ッ
ト
で
設
置
し
た
施
設
で
あ
る
。
淀
川
右
岸
の
山
と

内
ヶ
池
と
い
う
水
面
に
挟
ま
れ
た
平
地
に
立
地
し
、
山
崎
地
峡
と
は
約
三
㎞
の
距
離
が

あ
る
。 

 

上
牧
村
・
神
内
村
・
梶
原
村(

い
ず
れ
も
高
槻
市)

の
境
界
付
近
に
位
置
し
、
小
字
を

「
関
問
跡
」
と
い
う
。
現
在
、
地
表
面
に
遺
構
は
確
認
で
き
な
い
が
、
国
土
地
理
院
が

所
蔵
す
る
「
神
内
砲
台
図 

摂
州
島
上
郡
万
所
山
塁
壁
関
門 

野
堡
之
図
」
や
地
籍
図
か

ら
南
北
約
二
〇
〇
ｍ×

東
西
約
三
〇
〇
ｍ
の
規
模
に
復
元
で
き
る
。
幕
末
に
西
洋
か
ら

導
入
さ
れ
た
稜
堡
式
の
平
面
プ
ラ
ン
を
大
阪
方
面
に
の
み
採
用
し
つ
つ
、
内
部
に
西
国

街
道
を
引
き
込
ん
だ
関
門
機
能
の
強
い
施
設
で
あ
る(

図
２)

。 

台
場
の
築
造
は
、
文
久
三
年(

一
八
六
三)

三
月
に
京
都
守
護
職
と
し
て
上
洛
し
た
会

津
藩
主
松
平
容
保
が
幕
府
に
「
八
幡
」
「
山
崎
」
に
関
門
の
設
置
を
建
白
し
た
こ
と
に

は
じ
ま
り(

『
七
年
史
』)

、
修
築
総
裁
に
は
勝
海
舟(

麟
太
郎)

が
就
く
。
こ
れ
は
朝
廷

に
よ
る
異
国
船
が
通
る
か
も
し
れ
な
い
淀
川
を
封
鎖
す
る
河
川
台
場
の
求
め
に
応
じ

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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図２ 神内砲台図(摂州島上郡万所山塁壁関門野堡之図)トレース・加筆(中西作図) 

た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

五
月
一
日
に
は
容
保
、
同
二
十
四
日
に
は
海
舟
ら
が
現
地
周
辺
を
視
察
し
た
が
、
九

月
二
十
一
日
に
決
定
し
た
予
定
地
は
最
終
の
場
所
と
は
異
な
り
、
十
月
十
二
日
に
は
淀

川
べ
り
の
高
浜
村(

大
阪
府
島
本
町)

と
上
牧
村
の
境
で
起
工
さ
れ
た
。
完
成
し
た
台
場

は
淀
川
か
ら
約
一
㎞
離
れ
る
が
、
当
初
は
淀
川
に
近
い
場
所
が
候
補
地
に
な
っ
た
の
だ

ろ
う
。 

 

し
か
し
、
翌
元
治
元
年(

一
八
六
四)

三
月
末
に
工
事
は
延
期
さ
れ
、
六
月
に
な
っ
て

場
所
を
変
え
て
再
開
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
直
後
に
武
装
し
た
長
州
藩
兵
が
西
国
街
道
を

通
っ
て
上
洛
を
強
行
し
、
御
所
に
発
砲
す
る
禁
門
の
変
を
起
こ
す
。
こ
れ
に
よ
り
中
断 

し
た
工
事
は
十
一

月
に
再
開
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

長
州
は
敗
退
し
朝 

 
 

 

敵
と
な
っ
た
が
、
京

都
防
衛
に
は
西
国

街
道
の
封
鎖
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が

明
確
に
な
り
、
結
果

的
に
台
場
の
場
所

は
変
更
さ
れ
た
。
梶

原
台
場
の
稜
堡(

砲

台)
が
淀
川
に
続
く

「
内
ヶ
池
」
に
向
け

ら
れ
た
の
は
、
朝
廷

の
求
め
に
応
じ
た

河
川
台
場
で
あ
る

こ
と
を
主
張
し
、
西

国
街
道
の
関
門
と

い
う
性
格
を
カ
モ

フ
ラ
ー
ジ
ュ
し
た

結
果
だ
と
思
わ
れ

る
。 

 

(

二
）
供
用
開
始
と
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い 

 

翌
慶
応
元
年(

一
八
六
五)

に
至
っ
て
台
場
は
完
成
し
、
幕
府
は
七
月
十
二
日
に
津
藩

に
警
衛
を
命
じ
、
八
月
八
日
に
供
用
開
始
を
布
告
し
た(

『
続
徳
川
実
紀
』)

。
こ
の
後
、

京
都
の
政
局
は
大
き
く
転
換
し
、
禁
門
の
変
で
は
幕
府
側
に
立
っ
て
い
た
薩
摩
藩
が
長

州
藩
と
手
を
結
ぶ
。
十
月
に
将
軍
徳
川
慶
喜
が
朝
廷
に
大
政
奉
還
を
行
う
と
、
同
時
に

朝
廷
は
薩
摩
・
長
州
両
藩
に
倒
幕
の
密
勅
を
示
し
、
十
一
月
二
十
五
日
に
長
州
藩
兵
は

再
び
軍
備
上
洛
を
開
始
す
る
。
二
十
九
日
に
は
摂
津
国
の
打
出
浜(

兵
庫
県
芦
屋
市)

に

上
陸
し
、
西
国
街
道
の
起
点
で
あ
る
西
宮(

同
西
宮
市)

に
入
っ
た
。 

 

梶
原
台
場
を
守
る
津
藩
は
、
上
牧
村
や
淀
川
沿
い
に
簡
易
な
台
場
や
番
所
を
設
け
て

兵
を
配
し
、
高
槻
藩
と
情
報
収
集
な
ど
の
有
事
に
備
え
、
近
郊
の
村
人
と
協
力
し
て
台

場
近
く
の
街
道
沿
い
に
篝
火
を
あ
げ
る(

『
藤
堂
藩
山
崎
戦
争
始
末
』)

。
建
前
上
、
禁

門
の
変
を
引
き
起
こ
し
た
長
州
藩
は
上
洛
が
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
津
藩
は
中
止
の
交
渉

を
進
め
る
も
八
日
に
長
州
藩
兵
が
芥
川
宿(

高
槻
市)

を
通
過
す
る
に
至
っ
て
開
戦
の

意
思
を
固
め
た
。
し
か
し
京
都
で
は
長
州
藩
赦
免
の
勅
許
が
な
さ
れ
て
お
り
、
王
政
復

古
が
宣
言
さ
れ
る
と
戦
争
の
目
的
が
失
わ
れ
て
、
長
州
藩
兵
は
梶
原
台
場
を
通
過
し
た
。 

直
後
の
翌
年
一
月
三
日
に
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
勃
発
す
る
と
、
旧
幕
府
軍
は
津
藩

に
同
調
を
求
め
た
が
、
梶
原
台
場
に
は
勅
使
四
条
隆
平
が
派
遣
さ
れ
、
新
政
府
軍
へ
の

帰
属
を
命
じ
る
。
津
藩
は
淀
川
対
岸
の
楠
葉
台
場
に
入
っ
た
旧
幕
府
軍
と
の
交
戦
が
不

可
避
と
な
り
、
五
日
に
な
っ
て
高
浜
村
に
進
出
し
て
淀
川
の
堤
防
か
ら
砲
撃
を
加
え
た
。

旧
幕
府
軍
は
敗
退
し
、
津
藩
は
七
日
に
な
っ
て
台
場
の
守
備
を
広
島
藩
と
交
代
し
た
。

や
が
て
台
場
は
、
翌
明
治
二
年(

一
八
六
九)

二
月
に
機
能
を
終
え
た
。 

 

三 

解
説
と
翻
刻 

(

一
）
解
説 

 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
古
文
書
四
点
の
内
容
は
、
上
牧
村
が
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

梶
原
台
場
の
土
地
払
い
下
げ
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る(

図
３)

。 

 
ま
ず
、
明
治
三
年(

一
八
七
〇)

三
月
に
、
上
牧
村
か
ら
兵
庫
県
役
所(

当
時
の
旧
幕

府
領
を
管
轄
し
た
役
所)

へ
願
い
出
た
。
文
書
二
通
［
Ａ
］
［
Ｂ
］
と
も
ほ
ぼ
同
様
の
文

言
で
、
再
三
に
わ
た
っ
て
願
い
出
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
地
元
は
、
台
場
を
地
元
に

払
い
下
げ
し
て
も
ら
い
、
そ
の
土
地
で
農
業(

耕
作)

を
営
み
た
い
と
い
う
も
の
で
、
旧

幕
府
領
を
管
轄
し
て
い
た
兵
庫
県
役
所
の
役
人
に
現
地
検
分
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
わ
か
る
。 
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図４ 御領摂州島上郡上牧村絵図(明治２年[1869]９月) 

図３ 台場を払い下げ、農作御赦免につき再願書(明治３年[1870]３月) 

 
 

                               

同
年
七
月
、
よ
う
や
く
願
い
は
叶
っ
た
よ
う
で
、
文
書
［
Ｃ
］
で
は
、
村
か
ら
御
冥

加
金
を
上
納
し
た
う
え
で
、
地
元
で
開
墾
す
る
こ
と
と
、
開
墾
中
の
年
貢
免
除
を
条
件

と
し
て
役
所
に
承
諾
を
求
め
て
い
る
。 

 

台
場
は
、
そ
も
そ
も
上
牧
村
と
梶
原
村
の
村
境
に
位
置
し
、
神
内
村
の
飛
び
地
も
存

在
し
た
複
雑
な
土
地
で
あ
っ
た
。
払
い
下
げ
に
あ
た
っ
て
、
元
々
の
土
地
の
所
有
と
石

高
を
書
き
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
慶
応
四
年(

一
八
六
八)

時
の
台

場
の
供
出
土
地
の
割
合
や
石
高
を
記
し
た
書
類
［
Ｄ
］
も
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
梶
原
台
場
を
描
い
た
村
絵
図
と
し
て
は
、
上
牧
村
の
本
澄
寺
に
伝
わ
る
「
上

牧
村
絵
図
」(

明
治
二
年)

 

と
「
上
牧
村
粗
絵
図
」
の
二
点
が
知
ら
れ
て
い
た
。『
奥
本

家
文
書
』
の
二
点
の
絵
図
は
、
い
ず
れ
も
本
澄
寺
の
絵
図
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
の
概 

要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 
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図５ 上牧村粗絵図(明治５年[1872]７月) 

〇
「
御
領
摂
州
島
上
郡
上
牧
村
絵
図
」(

明
治
二
年
・
図
４)

 

上
牧
村
と
そ
の
周
辺
を
描
い
た
絵
図
で
、
東
に
淀
川
を
描
き
、
西
に
赤
色
で
西
国
街

道
を
表
わ
し
て
い
る
。
西
国
街
道
沿
い
に
、
墨
引
き
で
囲
む
区
画
が
梶
原
台
場
で
、
こ

の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
明
治
二
年
は
す
で
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
状
態
を
表
わ
し
て

い
る
。
台
場
の
形
は
、
他
の
絵
図
と
比
較
す
る
と
、
あ
ま
り
忠
実
に
は
描
か
れ
て
い
な

い
。
た
だ
、
西
国
街
道
か
ら
台
場
へ
引
き
込
む
道
は
、
き
っ
ち
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

絵
図
に
は
、
上
牧
村
庄
屋
の
吉
郎
兵
衛(

奥
本
家)

と
年
寄
の
八
右
衛
門
が
署
名
・
押
印

し
て
お
り
、
上
牧
村
で
調
製
し
た
公
式
の
村
絵
図
と
い
え
る
。 

 

〇
「
上
牧
村
粗
絵
図
」
（
明
治
五
年
・
図
５
） 

 

上
牧
村
を
中
心
に
全
体
的
に
簡
略
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
「
粗
絵
図
」
と
い
え 

                     

る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
村
か
ら
梶
原
台
場
ま
で
の
距
離
や
淀
川
沿
い
の
堤
防
な
ど
は

細
か
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
か
ら
は
西
国
街
道
を
曲
げ
て
台
場
に
取
り
込
む
様
子

が
わ
か
る
。
こ
の
絵
図
に
も
、
元
庄
屋
の
奥
本
吉
郎
兵
衛
・
元
年
寄
の
杉
田
長
右
衛
門
・

百
姓
代
牧
傳
右
衛
門
の
署
名
・
押
印
が
確
認
で
き
る
。 

 (

二
）
翻
刻 

凡
例 

・
基
本
は
常
用
漢
字
も
し
く
は
正
字
で
記
入
し
た
が
、
人
名
や
地
名
な
ど
の
固
有
名
詞

は
原
文
の
ま
ま
記
載
し
た
。 

・
文
書
を
読
み
や
す
く
す
る
た
め
読
点
「
、」
お
よ
び
並
列
点
「
・
」
を
適
宜
入
れ
て
、

闕
字
は
一
字
空
け
と
し
た
。 

・
変
体
仮
名
は
、
通
常
の
仮
名
に
な
お
し
、
片
仮
名
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。 

・
誤
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
は
、
適
宜
（
マ
マ
）
（ 

カ
）
と
し
た
。 

・
願
書
［
Ａ
］
～
［
Ｃ
］
に
つ
い
て
は
、
内
容
理
解
の
た
め
、
簡
単
な
意
訳
を
付
し
た
。 

  

［
Ａ
］
台
場
を
払
い
下
げ
、
農
作
御
赦
免
に
つ
き
願
書 

乍
恐
口
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

摂
州
嶋
上
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
牧
村 

一
御
陣
家
并
ニ
御
門
共
去
巳
七
月
以
来
、
淀
藩
ヨ
リ
御
取
払
ニ 

 

相
成
候
儀
ニ
御
座
候
、
関
門
地
内
不
残
当
村
江
村
請
被
為 

 

成
下
候
様
、
此
段
奉
願
上
候 

一
去
夏
以
来
、
上
牧
村
旧
幕
御
台
場
所
関
門
・
御
陣
家 

 

追
々
御
取
払
ニ
相
成
候
ニ
付
、
右
御
台
場
所
荒
地
村
請 

 

奉
願
上
農
作
仕
度
段
、
去
巳
年
四
月
元
豊
崎
県 

 
御
役
所
江
奉
願
上
候
処
、
取
調
之
上
明
細
書
・
絵
図
面
差 

 

上
可
申
段
被
為 

仰
付
奉
畏
、
同
月
十
九
日
明
細
書
・ 

 

絵
図
面
ヲ
以
奉
願
上
候
処
、
御
聞
済
之
上
追
而
御
見
分 

 

被
成
下
候
趣
被
為 

仰
付
、
同
六
月
十
五
日
同
郡
広
瀬
村
へ 

 

御
出
役
之
節
、
右
御
台
場
荒
地
御
見
分
被
成
下
候
得
共
、 

 

其
後
御
沙
汰
無
御
座
、
恐
入
候
儀
ニ
御
座
候
得
共
、
耕
作
之 

(

異
筆)

 

「
△ 

 

四
は
ん
」 
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時
候
ニ
も
相
向
候
儀
ニ
付
、
何
卒
急
々
右
御
場
所
御 

 

見
分
被
為 

成
下
、
村
請
農
作
之
儀
御
赦
免
被
成
下 

 
候
ハ
ヽ
、
重
畳
雖
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
村
年
寄 

明
治
三
午
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

半
兵
衛 

印 

 
三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
郎
兵
衛 

印 

兵
庫
県 

 

御
役
所 

 

〈
意
訳
〉 

 

恐
れ
な
が
ら
口
上
し
ま
す 

一
御
陣
家
（
御
陣
屋
）
な
ら
び
に
御
門
と
も
、
去
る
巳
年
（
明
治
二
年
）
七
月
以
来
、

淀
藩
か
ら
取
り
払
い
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
関
門
の
土
地
を
残
ら
ず
、
上
牧
村
に
村

請
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
去
る
夏
以
来
、
上
牧
村
の
旧
幕
府
の
御
台
場
・
関
門
・
御
陣
家
（
御
陣
屋
）
は
取
り

払
い
に
な
り
、
こ
の
土
地
を
村
請
し
て
農
地
に
し
た
い
と
、
去
る
巳
年
の
四
月
に
元
豊

崎
県
の
役
所
へ
願
い
出
ま
し
た
と
こ
ろ
、
取
り
調
べ
の
上
、
土
地
の
明
細
書
と
図
面
を

提
出
す
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
同
月
十
九
日
に
明
細
書
と
図
面
を
持

参
し
て
願
い
出
ま
し
た
。
取
り
調
べ
も
受
け
、
後
日
、
現
地
を
検
分
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
同
六
月
十
五
日
に
役
人
が
広
瀬
村
に
向
か
う
際
、
台
場
荒
れ
地
を
検
分
さ
れ

ま
し
た
が
、
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
件
に
つ
い
て
何
の
判
断
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ち
ょ
う
ど
耕
作
を
す
る
時
期
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、
こ
の
荒
れ
地
で
耕
作
す

る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
村
年
寄 

 
 

明
治
三
午
年 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

半
兵
衛 

印 

三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
郎
兵
衛 

印 

 
 

兵
庫
県 

 
 

 

御
役
所 

   

［
Ｂ
］
台
場
を
払
い
下
げ
、
農
作
御
赦
免
に
つ
き
再
願
書 

乍
恐
再
願 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

摂
州
嶋
上
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
牧
村 

一
去
夏
以
来
、
上
牧
村
旧
幕
御
台
場
所 

 

関
門
・
御
陣
家
追
々
御
取
払
ニ
相
成
候
ニ
付
、
右 

 

御
庭
所
荒
地
村
請
奉
願
上
、
農
作
仕
度
段
、 

 

去
巳
年
四
月
十
二
日
宗
禅
寺
庭
場
当
県 

 

御
役
所
江
奉
願
上
候
処
、
御
取
調
之
上
、
明
細 

 

書
・
恵
図
面
差
上
可
申
段
、
被
為 

仰
付
、
奉
畏
、 

 

同
月
十
九
日
明
細
書
・
図
面
ヲ
以
奉
願
上
候
処
、 

 

御
聞
済
之
上
、
追
而
御
見
分
被
成
下
候
趣
、
被 

為 

 

仰
付
、
同
六
月
十
五
日
同
郡
広
瀬
村
御
出
役
之
節
、 

 

右
御
台
場
荒
地
御
見
分
相
済
候
得
共
、
其 

 

後
御
沙
汰
無
御
座
、
恐
入
候
儀
ニ
御
座
候
得
共 

 

耕
作
時
候
ニ
も
相
向
候
ニ
儀
ニ
付
、
何
卒
右
荒 

 

地
面
村
請
農
作
之
儀
御
赦
免
被
成
下
候
ハ
ヽ
、 

 
 

 

 

重
畳
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
村 

 
 

明
治
三
午 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

庄
屋 

 
 

 
 

 

三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
郎
兵
衛 

年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

半
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

頭
百
姓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弥
五
郎 

 
 

兵
庫
県 

 
 

 

御
役
所 

 

〈
意
訳
〉 

 

恐
れ
な
が
ら
再
度
、
お
願
い
し
ま
す 

一
去
る
夏
以
来
、
上
牧
村
に
あ
る
旧
幕
府
の
御
台
場
と
関
門
、
陣
屋
を
取
り
払
い
に
な

る
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
所
を
村
で
請
け
負
っ
て
耕
作
を
行
お
う
と
、
去
る
巳
年
四

月
十
二
日
に
崇
禅
寺
の
役
所(

旧
幕
府
領
を
管
轄
し
た
摂
津
県)

へ
願
い
出
ま
し
た
と

(

異
筆)

 

「
〇 

 

二
ば
ん
」 

(

マ
マ)

 

絵 

(

崇)
 

(

場)
 

(

場)
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こ
ろ
、
取
り
調
べ
の
上
、
土
地
の
明
細
書
と
図
面
を
提
出
す
る
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
同
月
十
九
日
に
明
細
書
と
図
面
を
持
参
し
て
願
い
出
ま
し
た
。
取
り
調

べ
も
受
け
、
後
日
、
現
地
を
検
分
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
六
月
十
五
日
に
役
人

が
広
瀬
村
に
向
か
う
際
、
台
場
荒
れ
地
を
検
分
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
こ
の
件
に

つ
い
て
何
の
判
断
も
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
耕
作
を
す
る
時
期
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
ど
う
か
、
こ
の
荒
れ
地
で
耕
作
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

右
村 

 

明
治
三
午 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

庄
屋 

 
 

 
 

三
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

吉
郎
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

半
兵
衛 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

頭
百
姓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

弥
五
郎 

 
 

兵
庫
県 

 
 

 

御
役
所 

 

［
Ｃ
］
台
場
の
田
地
開
墾
に
つ
き
口
上
書 

乍
恐
口
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

摂
津
国
嶋
上
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

上
牧
村 

一
御
関
門
跡
鋪
地
開
発
之
義
、
先
達
而 

 

奉
願
上
候
所
、
右
場
所
御
見
分
之
上
地
所 

 

御
払
下
ヶ
可
被
成
下
候
に
付
、
御
上
納 

金 

 

御
取
調
被
仰
付
奉
畏
候
、
然
ル
所
右
場
所 

 

之
義
者
御
見
分
被
為
成
下
候
通
り
、
近 

 

山
之
石
沙
ヲ
以
平
地
ハ
勿
論
、
台
場 

 

其
外
高
土
手
等
多
分
御
築
上
ケ 

 

御
丈
夫
御
出
来
に
付
、
右
石
沙
取
除
ケ 

 

立
毛
作
附
出
来
候
様
開
発
仕
候
ニ
ハ
、 

 

多
分
之
人
夫
相
掛
り
候
間
、
為
御
冥
加
金 

 

三
百
両
上
納
仕
、
鍬
下
之
義
ハ
来
ル
未
ノ 

 

年
よ
り
丑
年
迄
七
ケ
年
之
間 

御
赦
免
被
為
成
下
、
地
元
当
村
へ
開 

 

発
被
仰
付
候
様
奉
願
上
候
、
乍
去
、
此
上 

 

多
分
上
納
金
仕
開
発
奉
願
上
候
も
の 

 

御
座
候
ハ
ヽ
、
何
方
へ
被
仰
付
候
て
も
、
於
当 

 

村
聊
申
分
無
御
座
候
間
、
乍
恐
此
段 

 

以
書
付
奉
申
上
候 

 

右
願
之
通
、
御
聞
済
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
小 

 

前
末
々
迄
一
統
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上 

 
 

 

明
治
三
年
午
七
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
郎
兵
衛
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

半
兵
衛
印 

兵
庫
県 

 
 

御
役
所 

 

〈
意
訳
〉 

恐
れ
な
が
ら
口
上
し
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

摂
津
国
嶋
上
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
牧
村 

一
御
関
門
跡
敷
地
の
開
発
に
つ
い
て
、
先
だ
っ
て
か
ら
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
。
右

の
場
所
を
検
分
の
上
、
土
地
の
払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
御
上
納
金
を
吟

味
す
る
よ
う
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
場
所
に
つ
い
て
、
検
分
し
て
い
た

だ
い
た
通
り
、
台
場
は
近
隣
の
山
の
砂
利
で
平
地
に
し
て
、
高
土
手
が
丈
夫
に
出
来
て

い
る
の
で
、
右
の
砂
利
を
取
り
除
い
て
農
作
物
を
植
え
ら
れ
る
よ
う
開
発
す
る
に
は
、

多
く
の
人
員
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
御
冥
加
金
と
し
て
金
三
百
両
を
上
納
し
、
新
た
に

田
地
に
す
る
た
め
、
来
る
未
の
年(

明
治
四
年)

か
ら
丑
年(

明
治
十
年)

ま
で
の
七
年
間
、

年
貢
を
免
除
し
て
い
た
だ
き
、
当
村
で
開
墾
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
よ
り
多
く
の
上
納
金
を
納
め
て
開
発
を
願
い
出
る
者

が
い
れ
ば
、
ど
ち
ら
へ(

開
発
を)

お
命
じ
に
な
ら
れ
て
も
、
当
村
に
お
い
て
は
少
し
も

申
し
分
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
お
そ
れ
な
が
ら
こ
の
こ
と
を
書
面
に
て
申
し
上
げ
ま

す
。
右
の
件
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
村
の
人
々
は
感
謝
い
た
し
ま

(

異
筆)

 

「
六
ば
ん
」 

(

砂)
 

(

敷)
 

(

砂)
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す
。 

 
 

 

明
治
三
年
午
七
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
村
庄
屋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

吉
郎
兵
衛
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

年
寄 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

半
兵
衛
印 

兵
庫
県 

 

御
役
所 

 

［
Ｄ
］
台
場
供
出
地
に
つ
き
五
か
村
割
合
勘
定
帳 

 
 

 

慶
応
元
年 

此
金
子
五
ヶ
村
割
合
勘
定
仕
候 

 
 

 
 

丑
閏
五
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
上
牧
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
内
村 

入
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

梶
原
村 

一
関
門
御
取
建
敷
地
壱
ヶ
所 

 
 

此
潰
地
反
別
三
町
七
反
弐
畝
廿
八
歩
弐
厘 

 
 

此
高
四
拾
三
石
六
斗
壱
升
九
合
三
勺 

 
 

 

此
訳 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

烏
丸
家
領 

 
 

高
拾
四
石
四
斗
三
升
壱
合
九
勺 

 
 

 

上
牧
村 

此
反
別
壱
町
六
反
四
畝
十
九
歩 

 
 

 

此
収
納
米
拾
四
石
四
斗
三
升
壱
合
九
勺 

 
 

 

是
者
、
年
々
定
免
ニ
而
書
面
之
通 

 
 

 
 

収
納
仕
来
候
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
井
肥
前
守
領
分 

 
 

高
拾
七
石
九
升
八
合 

 
 

 
 

 
 

 

右
同
村 

 
 

 

此
反
別
壱
町
弐
反
四
畝
廿
歩
弐
厘 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鈴
木
菊
治
郎
知
行
所 

 
 

高
五
石
七
斗
八
升
九
合 

 
 

 
 

 
 

右
同
村 

 
 

 

此
反
別
三
反
九
畝
拾
四
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
井
飛
騨
守
領
分 

 
 

高
五
石
壱
斗
六
升
九
合
四
勺 

 
 

 
 

神
内
村 

 
 

 

此
反
別
三
反
五
畝
廿
八
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

永
井
飛
騨
守
領
分 

 
 

高
壱
石
壱
斗
三
升
壱
合 

 
 

 
 

 
 

梶
原
村 

 
 

 

此
反
別
八
畝
七
歩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
潰
地
所 

一
高
弐
拾
九
石
壱
斗
八
升
七
合
四
勺 

御
買
上
可
被
成
分 

 
 

此
反
別
弐
町
八
畝
九
歩
弐
厘 

 
 

此
作
徳
米
四
拾
石
九
斗
三
升
三
合
四
勺 

 

但
、
壱
反
ニ
付 

 
 

此
買
上
代
銀
八
拾
七
貫
九
拾
弐
匁
三
分
四
厘 

 

銀
四
貫
百
八 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

拾
匁
余 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

銀
百
目
ニ
付
米 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
升
七
合
替 

 
 

外
銀
三
貫
八
百
七
拾
目
七
分
七
厘
壱
毛 

吟
味
ニ
付
減 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
潰
地
所 

一
高
拾
四
石
四
斗
三
升
壱
合
九
勺 

 
 

地
持
百
姓
江 

 
 

此
反
別
壱
町
六
反
四
畝
十
九
歩 

 
 

 
 

 

御
手
当
被
下
候
分 

 
 

此
作
徳
米
弐
拾
石
弐
斗
壱
升
九
合
六
勺 

 
 

但
、
壱
反
ニ
付 

 
 

此
地
代
銀
四
拾
三
貫
弐
拾
目
四
分
弐
厘
五
毛 

 
 

前
同
断 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

銀
百
匁
ニ
付 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
同
断 

 

高
四
拾
三
石
六
斗
壱
升
九
合
三
勺 

 
 

 
 

 

右
潰
地
所
ニ 

 
 

此
反
別
三
町
七
反
弐
畝
廿
八
歩
弐
厘 

 
 

 

麦
・
菜
種
仕
付 

 
 

此
作
物
代
銀
壱
貫
四
百
五
拾
四
匁
四
分
弐
厘 

作
物
料 

  
 

 

内 

 
麦
作
七
石
四
斗
五
升
九
合 

 
 

 
 

但
、
壱
石
ニ
付 

 

此
代
銀
五
百
五
拾
九
匁
四
分
弐
厘 

 
 

 

七
拾
匁
か
へ 

 

菜
種
作
四
石
四
斗
七
升
五
合 

 
 

 

但
、
壱
石
ニ
付 

 

此
代
銀
八
百
九
拾
五
匁 

 
 

 
 

 
 

 

弐
百
匁
か
へ 

  
 

合 

米
拾
四
石
四
斗
三
升
壱
合
九
勺 
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銀
百
三
拾
壱
貫
五
百
六
拾
七
匁
壱
分
八
厘
五
毛 

   
 

 
覚 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

摂
州
嶋
上
郡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
牧
村 

一
銀
百
三
拾
壱
貫
八
百
八
拾
五
匁
三
分
五
厘 

神
内
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

梶
原
村 

 
 

内
訳 

銀
百
拾
七
貫
四
百
四
拾
三
匁
六
分
六
厘
八
毛 

上
牧
村
分 

 
 

 

内 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

烏
丸
家
領
分 

 

四
拾
三
貫
弐
拾
目
四
分
弐
厘
五
毛 

 
 

百
姓
江
御
手
当
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

永
井
肥
前
守
領
分 

 

五
拾
五
貫
弐
百
弐
拾
壱
匁
七
分
弐
毛 

 

地
所
御
買
上
代
之
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴
木
菊
治
郎
知
行
所 

 

拾
七
貫
九
百
拾
九
匁
三
分
六
厘
壱
毛 

 

前
同
断 

 

壱
貫
弐
百
八
拾
弐
匁
壱
分
八
厘 

 
 

麦
・
菜
種
仕
付
作
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

料
被
下
分 

銀
拾
壱
貫
百
拾
八
匁
六
分
四
厘
五
毛 

永
井
飛
騨
守
領
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

神
内
村 

 
 

 

内 

 

拾
貫
九
百
七
拾
八
十
五
分
壱
厘
壱
毛 

地
所
買
上
代
之
分 

 

百
四
拾
目
壱
分
三
厘
五
毛 

 
 

 
 

麦
・
菜
種
仕
付
作
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

料
被
下
之
分 

銀
三
貫
三
百
弐
拾
弐
匁
七
分
弐
厘
四
毛 

前
同
人
領
分 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

梶
原
村 

 
 

 

内 

 

弐
貫
九
百
七
拾
弐
匁
七
分
六
厘
六
毛 

地
所
買
上
代
之
分 

 

三
拾
弐
匁
壱
分
八
毛 

 
 

 
 

 
 

麦
・
菜
種
仕
付
作
物 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

料
被
下
之
分 

 

三
百
拾
七
匁
八
分
五
厘 

 
 

 
 

 

薮
地
持
百
姓
江 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

御
手
当
被
下
之
分 

  

お
わ
り
に 

 

梶
原
台
場
の
築
造
経
過
は
、
上
牧
村
の
隣
村
で
あ
る
関
西
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る

『
摂
州
嶋
上
郡
高
浜
村 

西
田
家
文
書
』
等
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
に
台
場
跡
地

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
不
詳
で
あ
っ
た
。
本
文
書
群
か
ら
、
地
元
の
上
牧
村
が

役
所
へ
要
望
し
、
農
地
開
墾
の
た
め
に
払
い
下
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
直

接
、
台
場
に
関
わ
っ
た
村
が
伝
え
た
文
書
、
絵
図
と
し
て
も
大
変
貴
重
で
あ
り
、
今
後

の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。 

 

末
尾
と
な
っ
た
が
、
調
査
及
び
本
報
告
を
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
奥
本
務
氏
を
は
じ
め
、

加
茂
義
雄
氏
・
林
昭
幸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
「
五
領
古
文
書
ク
ラ
ブ
」
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。 

  

【
参
考
文
献
】 

・
中
西
裕
樹
「
梶
原
台
場
の
歴
史
と
構
造
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
２
０
６
、
大
阪
歴
史
学 

会
、
二
〇
〇
九
年
） 

・
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
展
示
図
録
『
幕
末 

京
都
を
め
ぐ
る
雄
藩
と
高
槻
―
黒

船
来
航
か
ら
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
ま
で
―
』
（
二
〇
一
〇
年
） 

・
五
領
古
文
書
ク
ラ
ブ
『
摂
州
嶋
上
郡
上
牧
村 

奥
本
家
文
書
』（
私
家
版
、
二
〇
一
三 

年
） 

※
小
文
は
『
高
槻
市
文
化
財
年
報 

令
和
元
年
度
』(

高
槻
市
街
に
ぎ
わ
い
部
文
化
財
課
、

二
〇
二
一
年)

で
報
告
し
た
内
容
の
再
掲
載
で
あ
る
。 

発
行
日 

二
〇
二
一
年
十
二
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三
十
一
日 

編
集
・
発
行 
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し
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